
 

 

『外側の声』 

暑い夏でしたね…カレンダーをめくったからとい

って急に涼しくなるわけではありませんが、次の季

節の風が吹いてきている感じがします。  

猛暑のうえに台風や豪雨など命が脅かされるほど

の気候の変化を実感した夏でもありました。被害の

大きな災害のたびに、準備不足、不測の事態などの

声があがり、そこに学び適応しようとするのが社会

ですが、その社会の在り方や、構造、パワーバラン

スのようなものも、大きく形を変えてきているのか

なと感じた出来事もあります。 

特にスポーツや教育の世界での組織の仕組みが、

そのトップへの糾弾により問題提起されることが相

次ぎました。 

それまで、その組織・集団では「当たり前」だっ

たことが、外側から見ると非常識であったり不適切

であることが、様々な形で露呈してきています。 

内部告発や訴訟問題などは昔からあったことと思

いますが、最近は、ある程度の立場の人が謝罪や辞

任を求められ、人事異動が、『外部からの声』によっ

て実現してしまうのですね。 

立場の弱い人たちが泣き寝入りすることなく、或

いは、少数派の意見が邪険に扱われることなく、社

会が平等になっていく動きは望ましいことと喜びま

す。 

 しかしながら…これは私のカウンセラーとしての

職業病のようなものかもしれませんが、なんとなく

不安な気持ちにもなってしまうのです。 

カウンセラーは自分の意見を持たないわけではあり

ませんが、どんな人の言い分も掘り下げ理解する姿

勢が職業特性です。 

様々な『訴える側』と『訴えらえる側』の主張を

できるだけ腑に落ちる…いえ、『腑に落とす』ように

お聴きします。 

そうすることで見えてくるのは、特に身内同士の

訴えの場合ですが、「できることなら、わかりあいた

かった」という思いが最後には出てくることです。 

同じ組織、同じ集団にいて、同じ方向に向かって

いたはずの人たちが、いつの間にか相容れなくなっ

ていくというのも昔からあることです。 

私が気になるのは、それが内部の議論や派閥争い

という枠を超えて、他の組織・集団によって形成さ

れる『社会全体』に問いかけることで解決されてい

くということが『当たり前』になりつつある点です。 

個人、個人でやっていたことが、集まり組織化す

ることで社会的な力を得て、さらに発展できる、個

人の能力や才能を活躍させることができることは素

晴らしいことです。 

そのようにして日本の社会は構築されてきたと信

じています。そして、それぞれの社会には集団が円

滑に活発に動けるためのシステム作りが成されてき

たはずです。 

ある団体では、カリスマ性の高い個人が権力を強

めることで、各個人の力をひとつにすることができ

たという時代があるのでしょうし、ある組織は利益

を上げることになり振り構わないことで繁栄し、所

属する個人個人が守られ社会貢献できたという例も

あるのだと思います。 



 

 

そのようにして数十年かけて、それらの組織・集

団が更によくなるようにと、独自のシステムを確立

してこられた末に…社会の在り方から外れてしまっ

た。 

この図式は、様々な職場やご家庭、業界でのお悩

みをうかがうとき、根底に横たわっている気がして

しまいます。 

自分が新人の頃にされたのと同じ扱いを今の新人

にしたら訴えられたり、子どもをきつめに叱ったら

虐待として通報されたりすることは珍しくなくなり

ました。 

よくある「世代間ギャップ」とか、「価値観の違い」

と言い切れないほどの根の深さを感じてしまうのは、

先程も触れましたが、身内どうしでとか、『内側』の

こととして解決していく機能が、それぞれの集団の

システムには失われてしまっているからです。だか

ら『外側の声』によって問題解決が図られていくこ

とになります。 

繰り返しますが、弱い立場の人が理不尽な状況か

ら守られることは社会として重要課題です。 

なんでしょう…個人が集まって集団となり、形成

される社会ですが、その中の個人と個人が行き違っ

てしまったときのトラブルを『外側の声』が介入す

ることでの解決が『当たり前』になることで、そも

そもの集団内での個人と個人の結びつきはあまり意

味のないものになってしまいそうに思うのです。 

「個人の力で解決すればよい」とか、「うまくいか

ないからって外部に告げ口するな」などと言いたい

わけではありません。   

むしろ、組織の持つ力、大袈裟に言えば各組織の

システムの限界なのだと思うのです。その集団内で

解決できなくなった問題がさらに外側にある集団に

解決を求めているのだと考えます。合わなくなった

システムは変えればよいのですが、それを簡単にで

きないほど日本の社会システムは成熟し、あるいは

肥大化しています。 

システムの乗り換えは、パソコンのようにまず新

しいものを用意して、少しずつ移行するものです。 

なぜ、そんなことを私が気にしているのか。 

それは、私が毎日『外部の声』として偉そうに個

人と個人の問題に首を突っ込んでしまう仕事をして

いるからなのでしょう。 
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